
��������院長就任のご挨拶
�� � � � �院長 中 村 一 郎

４月１日より有井滋樹前院長の後任で院長に就任し、病院管理者を務めさせていただくこととなりなした。な
お一層の責任の重さを自覚し、その職責を務めてまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。
私は1985年神戸大学卒業後、病院勤務、大学教官を経て、2000年４月に西市民病院に泌尿器科医として入職し
ました。その後23年間この地域の皆さまに支えていただきながら、市街地西部地域の中核病院の一員として、実
地診療を務めてまいりました。これからは院長としてこの地域の皆さまが安心して、健やかに暮らしていただく
ための一助となれますよう一層尽力する所存です。
市民のいのちと健康を守り安全・安心な生活を支える上で、救急医療、災害・感染症医療は市民病院として最
重要の責務です。より一層の診療体制の充実と改善を図りたいと念じています。救急の現場で地域の医療機関、
市民から頼りにされないようでは、市民病院、地域医療支援病院の名称に値しません。マンパワー、対応病床が
許す限り職員一同全力で救急医療にあたってまいります。
診療部門では2015年より手術支援ロボットを導入し、泌尿器科を中心にロボット手術を進めてまいりました。
2022年４月から最新機種のダヴィンチXi に更新し、現在では前立腺全摘術、膀胱全摘術、腎尿管全摘術、腎全摘、
腎部分的摘除術、子宮摘除術、胃全摘術、結腸切除術、直腸切除術、肝切除術に対応し、泌尿器科以外に消化器
外科、婦人科でも積極的にロボット手術に取り組んでいます。ここ数年で腎臓内科、循環器内科、皮膚科、乳腺
科、肝胆膵外科医師の確保も進み、今年度医師を８名増員し、125名にまで充足しました。今後も院内の全ての部
門で診療機能を高め皆さまの期待に沿える専門的医療が提供できるように努めてまいります。
（以前より眼科医師の確保に難渋しておりご不便をおかけしております。できるだけ早く眼科診療体制を整える
よう尽力いたします）
医療技術の進歩への対応が進み職員数も増加しましたが、その一方で現病院では手狭で増築にも限界があり、
今後の医療需要に対応するとともに、救急医療、災害・感染症医療を強化し急性期機能をより充実させるため、
令和10年度を目途に新長田駅前若松公園の一部に新築移転が決定されました。
１床あたりの床面積は約1.5倍、最新の医療機器、設備を整備、DXを推進し、患者・市民・職員に優しいスマー
トホスピタルを具現すべく準備を進めています。
あわせて、新病院に生まれ変わるまでの５年間、西市民病院はこの地で神戸市市街地西部の中核病院、急性期
病院として走り続けるため、今までにも増して地域の皆さまに信頼いただける医療・看護をこの地でしっかりと
積み重ねていきたいと念じています。
基本理念にある「心のこもった医療」をモットーに，全職員が思いやり・責任感・向上心をもって安全で良質
な医療を提供してまいります。地域の皆さまとともに信頼の医療を育むよう努めてまいりますので、変わらぬお
付き合い、ご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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地方独立行政法人神戸市民病院機構
神戸市立医療センター西市民病院

図１ 超音波エラストグラフィー
SWE 12.47KPa 肝硬変(F4)と診断



���������������地域医療在宅支援室からのご挨拶
��� � � � �地域医療在宅支援室長 高 橋 千 香

地域の医療機関、訪問看護ステーション、介護・保健・福祉関係の皆様方には日頃から当院へのご支援、ご厚
情を賜りありがとうございます。
コロナの感染が起きてからの３年余り、市民病院として感染状況に応じたコロナ専用病床の確保に努めてまい
りました。そのため一般病棟をダウンサイジングせざるを得ない状況が常にありました。また今年度も小規模の
クラスターの発生があり、ひとたび一般病床の入院患者や職員からコロナ陽性者が出れば感染を拡大させないた
めの厳重な対応により、入退院を制限することが複数回発生しました。限りある病床資源の中で救急車は可能な
限りの応需に努めてまいりましたが、地域の医療機関からの入院要請にお応えできないときが少なからずあり、
本当に申し訳ない思いを常に抱いておりました。
当院の病床が厳しいときは神戸市内外全体の入院ベッド状況も厳しく、地域の医療機関の皆様も大変苦労され
たこととお察しいたします。入院ベッドを効率よく稼働させるためには、アフターコロナの患者さんをはじめ一
般患者さんにおいても、できるだけ速やかな転院や施設調整、退院調整が必須です。コロナ禍でどこも機能的満
床等後方連携が滞りがちになる中で、少しでも早く当院の患者の受入れをしようと努力していただいた地域の医
療関係者の皆様には心より感謝を申し上げます。
当院ではかかりつけ医の先生方への逆紹介を推進してまいりました。紹介患者さんはいうまでもなく、救急入
院等でかかりつけ医からの紹介状をいただいていない時でも、退院時に当院からの情報提供をできる範囲でお渡
しするように努めております。情報提供できていない場合は遠慮なく当院へお問い合わせください。また院長や
各診療科の医師と診療所訪問を行い、当院に対するご要望を直接お伺いすることで、改善に努めてまいりました。
今年度もコロナの波が低くなった時期を見計らい、訪問を継続していく所存です。
昨年度はWebを中心にオープンカンファレンスを企画していきました。「地域連携のつどい」は11月にホテル

クラウンパレス神戸でハイブリッド開催し、現地155名、Web 62名、合計217名の過去最高の参加人数となりまし
た。また懇親会には128名の方に参加していただき、アルコールや食べ物は感染予防の観点からお出しできません
でしたが多いに盛り上がりました。参加した皆様からは「治療の進歩を感じた」「治療の説明がわかりやすかった」
「在宅医療に携わっているが、（賛同できて）頷くばかりの内容でたくさんの方に周知されることを願う内容だった」
「大変活気にあふれた素晴らしい会だった」という感想をいただき、主催者側としては嬉しい限りです。
また西市民連携セミナー、院内外多職種交流会、訪問看護ステーションとの交流会等各種オープンカンファレ
ンスはほぼWeb開催とし、講座や意見交換を行いました。1年間で合計18回、887名（院外511名）の参加があり
ました。今後もコロナの感染状況をみながら、Web 及び可能であれば感染予防に十分配慮した様式で地域の皆
様に参加していただき、顔の見えるより良い連携が図れたらと願っております。
認知症疾患医療センターでは、認知症鑑別診断や個別相談を実施しています。コロナ禍で音楽療法等は1回の
みの開催となりましたが、長田区医療介護サポートセンターに協力を得ての事例検討会はWebで定期的に開催
できました。また10月には「認知症へのそなえ」他各種病気へのそなえのテーマも併せて、神戸市産業振興セン
ターで現地参加型の市民公開講座を開催しました。現地87名、Web67名、計154名の参加がありました。「市民の
医療知識を上げることは今後ますます重要になる」「このような市民公開講座をどんどんやってほしい」というご
意見をいただきました。市民公開講座や各教室関係の内容を本院のホームページ（https://nishi.kcho.jp）で
「You Tube 西市民チャンネル」で公開しておりますので、ご興味のある方は是非ともご覧ください。
今年度はコロナは５類感染症になる見込みですが、感染の終息にはまだまだ時間はかかりそうです。５類に
なったとて、感染者の入院を引受けていただける病院が急に増える訳ではないと思われ、コロナ感染患者の入院

【転出等 ２月28日付】
所 属 補 職 氏名
消 化 器 内 科 副 医 長 平 佐 貴 弘

医師の転出・転入等のお知らせ



受け入れ及び急性期治療や救急受け入れを使命として、できる限り効率的な病床運営を図りながら、地域医療支
援病院としての役割を果たしてまいります。当部署は地域との連携の窓口として、きめ細やかな対応や事業展開
をしていきたいと考えております。引き続きご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

���� ��������������������～MRI 装置と血管造影装置が新しくなりました！～

��� � � � � �放射線技術部 技師長 酒 井 慎 治

当院では、2022年12月にMRI 装置が更新され、SIEMENS社製1.5TMRI 装置「MAGNETOMAvant fit」を導
入いたしました。この装置には最新のハードウェアとアプリケーションが搭載されており、撮像画像の高画質化
はもちろんのこと、圧縮センシング(Compressed sensing)をはじめとした高速撮像技術により撮影時間が最
大40％の短縮、静音化技術により撮影時の騒音が最大90％軽減可能となりました。また、腹部造影検査において
は、息止めが困難な患者さんにおいても診断可能な画像を得ることが可能となりました。これらの技術により、
MRI 検査を受けられる患者さんに対する負担が軽減され、閉所恐怖症や小児、高齢者のような従来撮影困難で
あった患者さんに対しても検査を受けていただきやすくなりました。
当院では、従来から頭部、脊椎、関節をはじめとした全身領域の検査に対応してまいりましたが、新装置では
撮影アプリケーションの追加により、脳血流の評価、心臓検査、非造影による血管の評価など、特殊検査に対し
てもさらに幅広く対応が可能となっております。
その他にも新装置には多数の最新技術が搭載されております。放射線技術部では装置の機能を最大限に活用す
ることで、患者さんの負担を軽減し、診断や治療に役立つ画像情報の提供に努めてまいります。
更に、2022年11月に血管造影装置が新しく更新されま
した。
旧装置と同じシングルプレーンの装置ではありますが、
循環器領域・腹部領域・頭頚部領域と全身の検査が対応可
能です。
高齢化が進む近年、低侵襲な手技が注目を集め、冠動脈
の治療やHCCに対する治療等、複雑な手技がカテーテル
により行えるようになってきました。しかしその反面、
末梢血管用デバイスの視認性の低下や手技の長時間化に
伴う放射線被曝が課題となります。
新装置では、X線フラットパネルディテクターが14bit
から16bit のものになり、旧装置と比べて濃度分解能がか
なり向上しました。これにより、わずかなコントラスト
の違いも表現できるようになり、よりきれいな画像を提
供できるようになりました。さらに被曝低減機能を兼ね
備えており画質を向上させつつも従来の装置より被曝線
量は下がり、患者さんにも医療従事者にも優しい装置と
なっています。
また、新装置では手技支援ソフトも充実しています。
心臓 CT データを用いた冠動脈完全閉塞病変に対する支
援機能（CTOGuidance）や、手技中に撮影した回転撮影
データを元に腫瘍を栄養する血管を自動で抽出する機能
（Embolization Guidance）等があります。これらの治

��������������������������������認知症疾患医療センターオープンカンファレンス(オンライン開催)のご案内
テ ー マ：権利擁護としての成年後見制度
講 師：神戸市社会福祉協議会 神戸市成年後見支援センター

センター長 松木 かおり 氏
日 時：令和５年３月15日（水）16：00～17：30
場 所：オンライン（Zoom）
申込方法：右のQRコードからお申込みいただくか、

w_kouza@kcho.jpへ以下の内容を送信下さい。
① 件名「認知症疾患医療センターオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」、「電話番号」
③ 締切日 令和５年３月８日（水）

����� ��������� ���������������������令和４年度 兵庫県看護協会主催 在宅看護体制強化事業「看看連携研修」報告会
������������(オンライン開催)のご案内

本年度院内から２名、院外の訪問看護師から２名計４名の参加がありました。この研修は、地域包括ケア
システム推進のため各施設の看護職がお互いの役割や専門性を理解し、連携強化できる関係を築くこと、地
域での看護職のキャリアアップ等がねらいです。
各々参加者から、研修での気付きや今後の連携について報告していただく予定です。ご興味のある方は、
ぜひご参加ください。
日 時：令和５年３月16日（木）17：00～18：30
場 所：オンライン（Zoom）
申込方法：右のQRコードからお申込みいただくか、

w_kouza@kcho.jpへ以下の内容を送信下さい。
① 件名「看看連携研修報告会」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」、「電話番号」、「所属区」
③ 締切日 令和５年３月９日（木）

当院で稼働している1.5TMRI 装置

当院で稼働している血管撮影装置



療支援ソフトにより手技時間短縮はもちろんのこと、安全かつ正確な手技が可能となっています。
この新装置と共に、これからも医師・看護師・コメディカルが連携し、幅広い検査・治療に努めてまいります。

������������眼科外来の診療について（お知らせ）
当院眼科外来につきまして、今月末で非常勤医師１名が急遽退職することになりましたが、突然のことで
現時点で後任が決まっておりません。
そのため、週５日実施していた外来診療が令和５年４月より当面は週２日のみとなり、新規の FAX予約
及び予約なしで紹介状を持参された患者さんにつきまして診察ができない体制となります。
また、既に当院の外来予約済みの患者さんにつきましても、今後逆紹介を進めさせていただくこととなり
ます。
ご不便、ご迷惑をおかけし大変申し訳ございませんが、何卒ご理解いただき、引き続き当院との地域連携
にご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

����������������������令和４年度臨床研修修了証授与式が行われました
令和５年３月22日に、令和３年採用の医科研修医６名、令和４年採用の歯科研修医１名、計７名に対して有井
前院長より研修修了証が渡されました。各々の選んだ道で今後、院内外で活躍されることを期待しています。臨
床研修を修了した研修医の感想です。西市民病院の雰囲気をお伝えできればと思い、一部掲載させていただきま
した。

医師Ａ： 病棟看護師や放科の皆さん、リハビリ、薬剤部や栄養管理室、検査室の皆さんのお時間をいだき、
医療の基本を学ぶことができました。お世話になってばかりの立場にも関わらず、研修医の存在を
認め、仲間として迎えていただけて、とても嬉しかったです。当直は忙しくても、その間に上の先
生と関わることができ、楽しく有意義な時間でした。朝の救急カンファから夕方の内科カンファま
で参加してくださった先生方には感謝しきれません。温かく教育熱心な西市民病院が大好きでし
た。仲間を大切にし尊敬し合うことを忘れずに、後期研修でもたくさんの挑戦をしていきたいと思
います。かけがえのない２年間をありがとうございました。

医師Ｂ： 神戸市立医療センター西市民病院は第一希望の病院でした。採用が決まってから初期研修が終わ
るまで、やはりこの病院で初期研修をさせて頂けて本当に良かったと思っています。充実した２年
間でした。数ある中で特に良かった点は２つありました。１つは研修医の積極性を大事にして頂け
た点です。
特に救急外来の現場では積極的に診療に関わらせて頂き、初期対応の型を身に付ける事ができま
した。当直を月に４回以上任せて頂き、原則問診〜プランまでの全てを研修医が担当し最終確認を
上級医の先生にして頂くシステムが、自分が責任を持ってやらねばというモチベーションに繋がり
ました。また中央市民病院や篠山医療センターに出た際、初期対応で困らなかった事はとても自信
に繋がりましたし、研修先として間違いではなかったと感じました。
２つ目は、上級医の先生やコメディカル、スタッフの方々がとても親切で、仕事をする上で人間
関係のストレスがいい意味でほとんど無かった点です。研修医１年目は医師１年目であると同時
に、スタッフ（社会人）１年目でもあります。知識や技術だけでなく、病院のシステムなど日々分
からない事で溢れていました。
そんな時に優しく教えて頂いた先生方、スタッフの方々には本当に感謝してもしきれません。
こんな魅力のある病院で、引き継ぎ専攻医としても研鑽を積みたいと思い、４月からは外科医とし
てのスタートを切らせて頂きます。正しい根拠があり、美しいと言われるような手術ができる外科
医になれるよう、しっかりと頑張りたいです。



【転入等 ４月１日付】
所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 医 員 中 村 真 治
消 化 器 内 科 医 員 渡 邊 賢
消 化 器 内 科 専 攻 医 田 中 聡 真
消 化 器 内 科 専 攻 医 中 川 豪
消 化 器 内 科 専 攻 医 山 中 大 樹
消 化 器 内 科 専 攻 医 大 島 章 裕
呼 吸 器 内 科 医 員 岩 林 正 明
呼 吸 器 内 科 医 員 李 正 道
呼 吸 器 内 科 医 員 松 岡 佑
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 小 林 裕
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 宮 本 滉 大
腎 臓 内 科 医 員 西 願 まどか
リウマチ・膠原病内科 非 常 勤 岩 谷 真 季
総 合 内 科 参 事 小 西 弘 起
総 合 内 科 部 長 西 尾 智 尋
総 合 内 科 専 攻 医 鈴 木 史 郎
総 合 内 科 専 攻 医 奥 村 友 貴
小 児 科 医 長 小 柴 ゆかり
小 児 科 専 攻 医 岡 なつこ
消 化 器 外 科 医 長 鈴 木 貴 久
消 化 器 外 科 専 攻 医 髙 島 堯
消 化 器 外 科 専 攻 医 牛 窪 樹 飛
消 化 器 外 科 専 攻 医 藤 原 由美子
呼 吸 器 外 科 専 攻 医 俣 野 貴 慶
整 形 外 科 専 攻 医 山 口 健太郎
整 形 外 科 専 攻 医 和 田 晃 大
泌 尿 器 科 医 長 岡 田 桂 輔
泌 尿 器 科 医 員 植 松 陸
泌 尿 器 科 専 攻 医 戸 田 逸 朗
産 婦 人 科 専 攻 医 吉 本 梓希子
皮 膚 科 専 攻 医 川 上 大 輔
麻 酔 科 専 攻 医 米 澤 侑 汰
医 科 初 期 研 修 医 大 瀧 建 也
医 科 初 期 研 修 医 北 村 郷
医 科 初 期 研 修 医 藤 本 紗 千
医 科 初 期 研 修 医 富 島 七 海
医 科 初 期 研 修 医 平 安 泰 成
医 科 初 期 研 修 医 麻 隼 士
医 科 初 期 研 修 医 松 本 夕 輝
歯 科 初 期 研 修 医 岡 谷 一 生
医 科 初 期 研 修 医 藤 田 紘 造
医 科 初 期 研 修 医 山 口 優 里
医 科 初 期 研 修 医 河 合 紘 奈
歯 科 初 期 研 修 医 武 田 真 樹

【転出等 ３月３１日付】
所 属 補 職 氏名
消 化 器 内 科 専 攻 医 坂 田 哲
消 化 器 内 科 専 攻 医 原 拓 史
消 化 器 内 科 専 攻 医 藤 原 葵

＊ 呼 吸 器 内 科 専 攻 医 岩 林 正 明
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 徳 重 康 介

＊ 腎 臓 内 科 専 攻 医 西 願 まどか
＊ リウマチ・膠原病内科 副 医 長 岩 谷 真 季
＊ 総 合 内 科 部 長 小 西 弘 起
総 合 内 科 専 攻 医 南 井 崇 宏
総 合 内 科 専 攻 医 浅 田 友 啓
小 児 科 医 長 森 川 悟
消 化 器 外 科 副 医 長 松 井 優 悟
消 化 器 外 科 医 員 水 野 良 祐
消 化 器 外 科 専 攻 医 口分田 堯
消 化 器 外 科 専 攻 医 谷 野 敬 輔
呼 吸 器 外 科 専 攻 医 松 岡 篤 志
乳 腺 外 科 医 員 多 山 葵
泌 尿 器 科 医 長 亭 島 淳
泌 尿 器 科 医 員 三 田 淑 恵

＊ 泌 尿 器 科 専 攻 医 植 松 陸
皮 膚 科 副 医 長 中 村 維 文
麻 酔 科 専 攻 医 野 口 義 朗
歯 科 口 腔 外 科 専 攻 医 髙 原 頌 子
医 科 初 期 研 修 医 桒 取 青 波
医 科 初 期 研 修 医 竹 内 ひかる
医 科 初 期 研 修 医 安 藤 尚 吾
医 科 初 期 研 修 医 七 條 碩
歯 科 初 期 研 修 医 高 島 大 輔
医 科 初 期 研 修 医 落 合 恵里佳
医 科 初 期 研 修 医 杉 村 竜太郎
医 科 初 期 研 修 医 嘉 祥 敬 宇

＊ 医 科 初 期 研 修 医 髙 島 堯
＊ 医 科 初 期 研 修 医 牛 窪 樹 飛
＊ 医 科 初 期 研 修 医 山 口 健太郎
＊は４月１日転入等により当院に引き続き在籍する医師

医師の転出・転入等のお知らせ




